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　「
４
期
目
に
入
っ
た
松

期
目
に
入
っ
た
松
井

市
政
が
掲
げ
る

市
政
が
掲
げ
る
供
２
０
０

２
０
０
万

人
広
島
都
市
圏
構
想

人
広
島
都
市
圏
構
想
僑
と
供
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性

化
僑
を
実
現
す
る
た
め
の

を
実
現
す
る
た
め
の
中

軸
と
な
る
の
が
、
ヒ
ト
・

軸
と
な
る
の
が
、
ヒ
ト
・
モ

ノ
の
移
動
を
支
え
る
公
共

ノ
の
移
動
を
支
え
る
公
共
交

通
の
再
編
。
大
き
な
課
題

通
の
再
編
。
大
き
な
課
題
で

身
の
引
き
締
ま
る
思
い

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
だ

が
、
こ
れ
ま
で
の
競
争
か

が
、
こ
れ
ま
で
の
競
争
か
ら

協
調
へ
と
転
換
し
、
国
の

協
調
へ
と
転
換
し
、
国
の
支

援
も
引
き
出
し
な
が
ら
、

援
も
引
き
出
し
な
が
ら
、
新

た
な
広
島
型
公
共
交
通
シ

た
な
広
島
型
公
共
交
通
シ
ス

テ
ム
を
作
っ
て
い
き
た
い

テ
ム
を
作
っ
て
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
語
る
戸
田
局
長

と
抱
負
を
語
る
戸
田
局
長
。

今
年
今
年
４
月
に
道
路
交
通
局

月
に
道
路
交
通
局
長

に
就
い
た

に
就
い
た
。

　
―
今
年
度
の
主
要
事
業

―
今
年
度
の
主
要
事
業
と

道
路
・
街
路
等
事
業
費
に

道
路
・
街
路
等
事
業
費
に
つ

い
て
　「
予
算
を
重
点
配
分
し

「
予
算
を
重
点
配
分
し
て

い
る
広
島
駅
南
口
広
場
再

い
る
広
島
駅
南
口
広
場
再
整

備
で
は
、
新
駅
ビ
ル
の
開

備
で
は
、
新
駅
ビ
ル
の
開
業

に
合
わ
せ

に
合
わ
せ
２
０
２
５

２
０
２
５
年
春
年
春
の

完
成
を
予
定
し
て
い
る
路

完
成
を
予
定
し
て
い
る
路
面

電
車
の
駅
前
大
橋
ル
ー
ト

電
車
の
駅
前
大
橋
ル
ー
ト
に

つ
い
て
、
今
年
度
は
高
架

つ
い
て
、
今
年
度
は
高
架
橋

の
下
部
工
・
上
部
工
な
ど

の
下
部
工
・
上
部
工
な
ど
を

進
め
る
ほ
か
、
東
部
地
区

進
め
る
ほ
か
、
東
部
地
区
連

続
立
体
交
差
事
業
な
ど
の

続
立
体
交
差
事
業
な
ど
の
大

型
事
業
も
引
き
続
き
推
進

型
事
業
も
引
き
続
き
推
進
す

る
。
ま
た
、
都
市
整
備
局

る
。
ま
た
、
都
市
整
備
局
の

所
管
に
な
る
が
、
西
風
新

所
管
に
な
る
が
、
西
風
新
都

環
状
線
梶
毛
南
工
区
や

環
状
線
梶
毛
南
工
区
や
　
年
1414

８
月
豪
雨
災
害
の
復
興
街

月
豪
雨
災
害
の
復
興
街
路

と
し
て
長
束
八
木
線
及
び

と
し
て
長
束
八
木
線
及
び
川

の
内
線
な
ど
の
整
備
を
予

の
内
線
な
ど
の
整
備
を
予
定

し
て
お
り
、
こ
う
し
た
道
路

し
て
お
り
、
こ
う
し
た
道
路
・

街
路
等
の
全
体
事
業
費
と

街
路
等
の
全
体
事
業
費
と
し

て
約
て
約
３
４
０

３
４
０
億
円
（

年

億
円
（
　
年
度

2222

約
３
１
７

３
１
７
億
円
）
を
構
え

億
円
）
を
構
え
て

い
る
い
る
」

　
―
特
に
力
を
入
れ
る

―
特
に
力
を
入
れ
る
事

業
、
新
規
事
業
な

業
、
新
規
事
業
な
ど

　「
建
設
業
か
ら
離
れ
て

「
建
設
業
か
ら
離
れ
て
し

ま
う
が
、
最
重
要
課
題
は

ま
う
が
、
最
重
要
課
題
は
路

線
バ
ス
共
同
運
営
シ
ス
テ

線
バ
ス
共
同
運
営
シ
ス
テ
ム

の
構
築
だ
。
苦
境
に
あ
る

の
構
築
だ
。
苦
境
に
あ
る
バ

ス
事
業
を
持
続
可
能
な
も

ス
事
業
を
持
続
可
能
な
も
の

に
す
る
た
め
、
市
と
事
業

に
す
る
た
め
、
市
と
事
業
者

で
新
た
に
組
織
す
る
プ
ラ

で
新
た
に
組
織
す
る
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
で
路
線
や
運

ト
フ
ォ
ー
ム
で
路
線
や
運
行

計
画
、
バ
ス
停
、
車
庫
等

計
画
、
バ
ス
停
、
車
庫
等
を

一
元
管
理
し
、
そ
の
通
り

一
元
管
理
し
、
そ
の
通
り
に

運
行
し
て
赤
字
が
出
た
場

運
行
し
て
赤
字
が
出
た
場
合

は
国
の
支
援
な
ど
で
補
填

は
国
の
支
援
な
ど
で
補
填
す

る
も
の
で
、
事
業
者
の
合

る
も
の
で
、
事
業
者
の
合
意

を
得
な
が
ら
今
年
度
内
に

を
得
な
が
ら
今
年
度
内
に
基

本
計
画
を
策
定
す
る
。
ま
た

本
計
画
を
策
定
す
る
。
ま
た
、

ア
ス
ト
ラ
ム
ラ
イ
ン
延
伸

ア
ス
ト
ラ
ム
ラ
イ
ン
延
伸
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
進
行

つ
い
て
は
、
現
在
、
進
行
中

の
環
境
ア
セ
ス
に
加
え
、

の
環
境
ア
セ
ス
に
加
え
、
今

年
度
は
軌
道
法
の
特
許
申

年
度
は
軌
道
法
の
特
許
申
請

を
行
う
予
定
。
さ
ら
に
橋

を
行
う
予
定
。
さ
ら
に
橋
り

ょ
う
の
概
略
設
計
も
行
う

ょ
う
の
概
略
設
計
も
行
う
こ

と
と
し
て
お
り
、
こ
れ
ら

と
と
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を

着
実
に
進
め
て
い
き
た
い

着
実
に
進
め
て
い
き
た
い
」

　
―
こ
れ
ま
で
手
掛
け
た

―
こ
れ
ま
で
手
掛
け
た
仕

事
で
印
象
深
い
こ
と

事
で
印
象
深
い
こ
と
は

　「
ア
ス
ト
ラ
ム
ラ
イ
ン

「
ア
ス
ト
ラ
ム
ラ
イ
ン
延

伸
の
方
針
決
定
や
東
部
地

伸
の
方
針
決
定
や
東
部
地
区

連
続
立
体
交
差
事
業
の
見

連
続
立
体
交
差
事
業
の
見
直

し
な
ど
、
大
き
な
事
業
も

し
な
ど
、
大
き
な
事
業
も
印

象
深
い
が
、
過
去

象
深
い
が
、
過
去
３
度
経
度
経
験

し
た
豪
雨
災
害
も
忘
れ
ら

し
た
豪
雨
災
害
も
忘
れ
ら
れ

な
い
。

年

な
い
。　

年
８
月
豪
雨
で

月
豪
雨
で
は

1414

当
時
の
上
司
を
は
じ
め
多

当
時
の
上
司
を
は
じ
め
多
く

の
市
民
の
命
が
失
わ
れ

の
市
民
の
命
が
失
わ
れ
た

し
、
東
区
の
建
設
部
長
時

し
、
東
区
の
建
設
部
長
時
代

の

年

の
　
年
７
月
豪
雨
で
も
市

月
豪
雨
で
も
市
民

1818
の
犠
牲
者
が
出
た
。
西
区

の
犠
牲
者
が
出
た
。
西
区
長

だ
っ
た

年

だ
っ
た
　
年
８
月
豪
雨
は

月
豪
雨
は
早
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め
の
避
難
の
甲
斐
あ
っ
て

め
の
避
難
の
甲
斐
あ
っ
て
人

的
被
害
は
な
か
っ
た
が
、

的
被
害
は
な
か
っ
た
が
、
多

く
の
家
屋
や
車
な
ど
が
破

く
の
家
屋
や
車
な
ど
が
破
壊

さ
れ
土
砂
に
埋
ま
っ
た
。

さ
れ
土
砂
に
埋
ま
っ
た
。
も

ち
ろ
ん
で
き
る
限
り
の
災

ち
ろ
ん
で
き
る
限
り
の
災
害

対
策
と
し
て
の
ハ
ー
ド
整

対
策
と
し
て
の
ハ
ー
ド
整
備

は
必
要
だ
が
、
自
然
の
力

は
必
要
だ
が
、
自
然
の
力
に

勝
つ
こ
と
は
で
き
な
い
。

勝
つ
こ
と
は
で
き
な
い
。
人

的
被
害
を
最
小
限
に
抑
え

的
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る

た
め
に
は
、
早
め
の
避
難

た
め
に
は
、
早
め
の
避
難
の

実
行
な
ど
、
ソ
フ
ト
的
な

実
行
な
ど
、
ソ
フ
ト
的
な
対

策
が
重
要
だ
と
痛
感
し
た

策
が
重
要
だ
と
痛
感
し
た
」

　
―
職
員
へ
の
指
導
方
針

―
職
員
へ
の
指
導
方
針
な

ど　「
土
木
は
経
験
工
学
と

「
土
木
は
経
験
工
学
と
も

言
わ
れ
、
そ
の
中
で
も
特

言
わ
れ
、
そ
の
中
で
も
特
に

災
害
対
応
は
経
験
が
物
を

災
害
対
応
は
経
験
が
物
を
言

う
。
経
験
は
こ
れ
か
ら
も

う
。
経
験
は
こ
れ
か
ら
も
大

切
に
し
な
く
て
は
い
け
な

切
に
し
な
く
て
は
い
け
な
い

が
、
そ
の
一
方
で
、
現
在

が
、
そ
の
一
方
で
、
現
在
は

人
口
が
減
り
、
市
の
予
算

人
口
が
減
り
、
市
の
予
算
も

減
少
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま

減
少
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で

わ
れ
わ
れ
が
経
験
し
た
こ

わ
れ
わ
れ
が
経
験
し
た
こ
と

が
な
い
社
会
情
勢
と
な
っ

が
な
い
社
会
情
勢
と
な
っ
て

い
る
。
こ
う
し
た
情
勢
下

い
る
。
こ
う
し
た
情
勢
下
の

課
題
を
克
服
し
て
い
く
た

課
題
を
克
服
し
て
い
く
た
め

に
は
、
柔
軟
で
新
し
い
発

に
は
、
柔
軟
で
新
し
い
発
想

力
が
必
要
と
な
る
。
こ
の

力
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
た

め
、
若
い
職
員
に
は
年
配

め
、
若
い
職
員
に
は
年
配
者

が
気
付
か
な
い
こ
と
を
遠

が
気
付
か
な
い
こ
と
を
遠
慮

な
く
提
案
し
て
ほ
し
い
し

な
く
提
案
し
て
ほ
し
い
し
、

幹
部
職
員
に
も
し
っ
か
り

幹
部
職
員
に
も
し
っ
か
り
と

彼
ら
の
話
を
聞
い
て
も
ら

彼
ら
の
話
を
聞
い
て
も
ら
い

た
い
と
、
お
願
い
し
て
い
る

た
い
と
、
お
願
い
し
て
い
る
」

　
―
建
設
業
者
・
業
界
へ

―
建
設
業
者
・
業
界
へ
の

現
状
へ
の
見
解
と
メ
ッ
セ

現
状
へ
の
見
解
と
メ
ッ
セ
ー

ジ
は
　「
災
害
が
頻
発
す
る
昨

「
災
害
が
頻
発
す
る
昨
今

に
お
い
て
、
建
設
業
者
と

に
お
い
て
、
建
設
業
者
と
し

て
の
責
任
感
に
基
づ
く
、

て
の
責
任
感
に
基
づ
く
、
発

災
直
後
の
迅
速
な
復
旧
作

災
直
後
の
迅
速
な
復
旧
作
業

等
の
対
応
に
は
本
当
に
頭

等
の
対
応
に
は
本
当
に
頭
が

下
が
る
し
感
謝
し
た
い
。

下
が
る
し
感
謝
し
た
い
。
地

域
の
護
り
手
と
し
て
も
建

域
の
護
り
手
と
し
て
も
建
設

業
者
の
皆
さ
ん
は
な
く
て

業
者
の
皆
さ
ん
は
な
く
て
は

な
ら
な
い
存
在
。
そ
う
し

な
ら
な
い
存
在
。
そ
う
し
た

中
、
建
設
業
界
も
人
材
確

中
、
建
設
業
界
も
人
材
確
保

に
苦
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
苦
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
。
若
者
が

承
知
し
て
い
る
。
若
者
が
集

う
業
界
と
な
る
よ
う
、
行

う
業
界
と
な
る
よ
う
、
行
政

も
一
緒
に
な
っ
て
、
働
き

も
一
緒
に
な
っ
て
、
働
き
方

改
革
な
ど
に
よ
る
環
境
づ

改
革
な
ど
に
よ
る
環
境
づ
く

り
を
進
め
て
い
け
れ
ば
と

り
を
進
め
て
い
け
れ
ば
と
考

え
て
い
る

え
て
い
る
」

　【
と
だ
・
ゆ
う
じ

【
と
だ
・
ゆ
う
じ
】

　
１
９
９
０

１
９
９
０
年
に
広
島
大

年
に
広
島
大
学

大
学
院
工
学
研
究
科
を
卒

大
学
院
工
学
研
究
科
を
卒
業

し
、
広
島
市
に
採
用
。
キ

し
、
広
島
市
に
採
用
。
キ
ャ

リ
ア
の
ほ
と
ん
ど
を
道
路

リ
ア
の
ほ
と
ん
ど
を
道
路
交

通
局
で
過
ご
し
、

通
局
で
過
ご
し
、
２
０
１

２
０
１
３

年
に
都
市
交
通
部
新
交
通

年
に
都
市
交
通
部
新
交
通
担

当
課
長
に
就
任

当
課
長
に
就
任
。　

年
に
東

年
に
東

1818

区
建
設
部
長

区
建
設
部
長
、　

年
に
道
路

年
に
道
路

1919

交
通
局
次
長

交
通
局
次
長
、　

年
に
西
区

年
に
西
区
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長
を
歴
任
し
、
今
年

長
を
歴
任
し
、
今
年
４
月
か

ら
現
職
に

ら
現
職
に
。

座
右
の
銘
は
「
小
事
を

　
座
右
の
銘
は
「
小
事
を
気

に
せ
ず
流
れ
る
雲
の
如
し

に
せ
ず
流
れ
る
雲
の
如
し
」

（
浮
浪
雲
）。
趣
味
は
ス
ポ

（
浮
浪
雲
）。
趣
味
は
ス
ポ
ー

ツ
観
戦
で
、
野
球
・
サ
ッ

ツ
観
戦
で
、
野
球
・
サ
ッ
カ

ー
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
な
ど
の

ー
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
な
ど
の
地

元
プ
ロ
チ
ー
ム
を
網
羅
。

元
プ
ロ
チ
ー
ム
を
網
羅
。
夫

人
と
の
毎
晩
の
ウ
ォ
ー
キ

人
と
の
毎
晩
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
健
康
法
に
挙
げ
る

グ
を
健
康
法
に
挙
げ
る
。

　
１
９
６
４

１
９
６
４
年

月

年
　
月
４
日
生

1212

ま
れ
の

歳
。
広
島
市
出
身

ま
れ
の
　
歳
。
広
島
市
出
身
。

5858

バ
ス
共
同
運
営
シ
ス
テ
ム
構
築
へ

働
き
方
改
革
な
ど
官
民
一
緒
に

戸
田 

祐
二
氏

局
長

広
島
市
道
路
交
通
局

按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局
新
局
長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
ににににににににににににににににににににに
聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞
に
聞
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく

ジ
ツ
タ
中
国
（
広
島
市

　
ジ
ツ
タ
中
国
（
広
島
市
中

区
富
士
見

区
富
士
見
町
　
―
２
、
實
、
實
田

1616

泰
之
社
長
）
は
、

泰
之
社
長
）
は
、
７
月
１
日

に
下
関
店
を
開
設
し
た
。

に
下
関
店
を
開
設
し
た
。
同

下
関
店
を
開
設

ジ
ツ
タ
中
国

業
者
の
事
業
譲
渡
に
よ
っ

業
者
の
事
業
譲
渡
に
よ
っ
て

実
現
し
た
も
の

実
現
し
た
も
の
。

営
業
所
の
住
所
は
下
関

　
営
業
所
の
住
所
は
下
関
市

伊
倉
本
町

伊
倉
本
町
２
―
　
。
連
絡
先

。
連
絡
先

2929

は
、
電
話

は
、
電
話
０
８
３

０
８
３
―
２
５
２
５
５

―
０
１
０
３

０
１
０
３
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８

３
―
２
５
５

２
５
５
―
０
１
３
０

０
１
３
０
。

ネ
ル
の
延
長
は

ネ
ル
の
延
長
は
２
３
７
６

２
３
７
６
ｍ

と
、
こ
れ
か
ら
貫
通
す
る

と
、
こ
れ
か
ら
貫
通
す
る
ま

で
に
約

で
に
約
３
年
か
か
る
。
長

年
か
か
る
。
長
期

な
工
事
と
は
な
る
が
、
こ

な
工
事
と
は
な
る
が
、
こ
の

ク
レ
ア
ラ
イ
ン
の

ク
レ
ア
ラ
イ
ン
の
４
車
線
車
線
化

事
業
の
一
翼
を
担
わ
せ
て

事
業
の
一
翼
を
担
わ
せ
て
い

た
だ
く
と
い
う
誇
り
を

た
だ
く
と
い
う
誇
り
を
胸

に
、安
全
・
環
境
・
品
質
・
工

に
、安
全
・
環
境
・
品
質
・
工
程

と
い
っ
た
管
理
を
協
力
会

と
い
っ
た
管
理
を
協
力
会
社

と
と
も
に
厳
格
に
行
い
つ
つ

と
と
も
に
厳
格
に
行
い
つ
つ
、

地
元
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で

地
元
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
な
ト
ン
ネ

た
だ
け
る
よ
う
な
ト
ン
ネ
ル

を
つ
く
っ
て
い
く
」
と
意
気

を
つ
く
っ
て
い
く
」
と
意
気
込

み
を
語
っ
た

み
を
語
っ
た
。

ク
レ
ア
ラ
イ
ン
は
、
広

　
ク
レ
ア
ラ
イ
ン
は
、
広
島

市
と
呉
市
を
結
ぶ
全
長

市
と
呉
市
を
結
ぶ
全
長
　
・
1515

９
灼
で
、
現
在
、
暫
定

で
、
現
在
、
暫
定
２
車
線

で
運
用
し
て
い
る
坂
北
イ

で
運
用
し
て
い
る
坂
北
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
坂
町
、
Ｉ
Ｃ

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
坂
町
、
Ｉ
Ｃ
）

～
呉
Ｉ
Ｃ
（
呉
市
）
間
の

～
呉
Ｉ
Ｃ
（
呉
市
）
間
の
　
・
1212

２
灼
を
対
象
に

を
対
象
に
４
車
線
化

車
線
化
事

業
を
進
め
て
い
る
。
ト
ン
ネ

業
を
進
め
て
い
る
。
ト
ン
ネ
ル

は
４
本
が
新
設
さ
れ
る

本
が
新
設
さ
れ
る
う

ち
、
最
長
と
な
る
呉
ト
ン

ち
、
最
長
と
な
る
呉
ト
ン
ネ

ル
が
最
初
に
発
注
さ
れ
、

ル
が
最
初
に
発
注
さ
れ
、
２

０
２
１

０
２
１
年
の
年
の
６
月
か
ら
工

月
か
ら
工
事

を
開
始
。
同
工
事
の
工
期

を
開
始
。
同
工
事
の
工
期
は

年
　
年
４
月
末
ま
で
の
予
定

月
末
ま
で
の
予
定
だ

2727が
、
事
業
全
体
の
完
了
時

が
、
事
業
全
体
の
完
了
時
期

に
つ
い
て
は
現
時
点
で
未
定

に
つ
い
て
は
現
時
点
で
未
定
。

長
が
「
平
成

年

長
が
「
平
成
　
年
７
月
豪
月
豪
雨

3030

で
ク
レ
ア
ラ
イ
ン
が
崩
落

で
ク
レ
ア
ラ
イ
ン
が
崩
落
し

た
記
憶
は
強
く
残
っ
て
お
り

た
記
憶
は
強
く
残
っ
て
お
り
、

４
車
線
化
さ
れ
る
こ
と
に

車
線
化
さ
れ
る
こ
と
に
大

き
な
期
待
を
し
て
い
る
。

き
な
期
待
を
し
て
い
る
。
呉

市
に
と
っ
て
、
産
業
や
観
光

市
に
と
っ
て
、
産
業
や
観
光
交

流
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め

流
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に

も
大
事
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

も
大
事
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

あ
り
、
一
日
も
早
い
完
成

あ
り
、
一
日
も
早
い
完
成
を

お
願
い
す
る
」
と
祝
辞
を

お
願
い
す
る
」
と
祝
辞
を
述

べ
た
べ
た
。

檜
垣
支
店
長
は
「
呉
ト

　
檜
垣
支
店
長
は
「
呉
ト
ン

に
わ
た
り
土
工
、
橋
り
ょ
う

に
わ
た
り
土
工
、
橋
り
ょ
う
の

下
部
工
事
に
着
手
す
る
こ

下
部
工
事
に
着
手
す
る
こ
と

が
で
き
た
。本
日
は
、
ト
ン

が
で
き
た
。本
日
は
、
ト
ン
ネ

ル
工
事
（
計

ル
工
事
（
計
４
カ
所
）
の
中

カ
所
）
の
中
で

は
初
め
て
の
安
全
祈
願
祭

は
初
め
て
の
安
全
祈
願
祭
と

な
り
、
受
注
者
の
フ
ジ
タ

な
り
、
受
注
者
の
フ
ジ
タ
と

一
体
と
な
っ
て
地
域
の
皆

一
体
と
な
っ
て
地
域
の
皆
さ

ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
り
な
が
ら
、
工
事
を
安

と
り
な
が
ら
、
工
事
を
安
全

に
着
実
に
進
め
て
い
き
た
い

に
着
実
に
進
め
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ

と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
、
来
賓
の
新
原

　
続
い
て
、
来
賓
の
新
原
市

無
災
害
を
祈
っ
た

無
災
害
を
祈
っ
た
。

祈
願
祭
で
は
、
神
職
が

　
祈
願
祭
で
は
、
神
職
が
祝

詞
を
奏
上
し
た
あ
と
、
Ｎ

詞
を
奏
上
し
た
あ
と
、
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
中
国
支
社

Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
中
国
支
社
広

島
工
事
事
務
所
の
諸
岡
伸

島
工
事
事
務
所
の
諸
岡
伸
所

長
、
同
事
務
所
の
湯
面
竜

長
、
同
事
務
所
の
湯
面
竜
太

郎
呉
工
事
区
工
事
長
、
呉

郎
呉
工
事
区
工
事
長
、
呉
市

の
新
原
芳
明
市
長
、
フ
ジ

の
新
原
芳
明
市
長
、
フ
ジ
タ

広
島
支
店
の
檜
垣
純
一
執

広
島
支
店
の
檜
垣
純
一
執
行

役
員
支
店
長
、
同
支
店
呉

役
員
支
店
長
、
同
支
店
呉
ト

ン
ネ
ル
作
業
所
Ⅱ
の
望
月

ン
ネ
ル
作
業
所
Ⅱ
の
望
月
斎

也
総
合
所
長
ら
が
順
に
玉

也
総
合
所
長
ら
が
順
に
玉
串

を
奉
納
し
た

を
奉
納
し
た
。

こ
の
後
、
諸
岡
所
長
が

　
こ
の
後
、
諸
岡
所
長
が
発

注
者
と
し
て「
ク
レ
ア
ラ
イ

注
者
と
し
て「
ク
レ
ア
ラ
イ
ン

の
４
車
線
化
事
業
は
平
成

車
線
化
事
業
は
平
成
　3030

年
７
月
豪
雨
を
受
け
、
防
災

月
豪
雨
を
受
け
、
防
災
・

減
災
・
国
土
強
靭（
き
ょ
う

減
災
・
国
土
強
靭（
き
ょ
う
じ

ん
）
化
の
観
点
か
ら
ス
タ

ん
）
化
の
観
点
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、
昨
年

月
に
は
全

ト
し
、
昨
年
　
月
に
は
全
線

1111

西
日
本
高
速
道
路
（
Ｎ

　
西
日
本
高
速
道
路
（
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
）
中
国
支

Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
）
中
国
支
社

が
進
め
て
い
る
広
島
呉
道

が
進
め
て
い
る
広
島
呉
道
路

（
ク
レ
ア
ラ
イ
ン
）
の

（
ク
レ
ア
ラ
イ
ン
）
の
４
車
線

化
事
業
で
、「
呉
ト
ン
ネ
ル

化
事
業
で
、「
呉
ト
ン
ネ
ル
工

事
」
の
安
全
祈
願
祭
が
先

事
」
の
安
全
祈
願
祭
が
先
月

日
、
呉
市
東
本
町
の
現

　
日
、
呉
市
東
本
町
の
現
場

2626で
あ
っ
た
。
掘
削
開
始
に
合

で
あ
っ
た
。
掘
削
開
始
に
合
わ

せ
、
施
工
者
の
フ
ジ
タ
広

せ
、
施
工
者
の
フ
ジ
タ
広
島

支
店
が
主
催
し
て
開
い
た

支
店
が
主
催
し
て
開
い
た
も

の
で
、
来
賓
を
含
め
関
係

の
で
、
来
賓
を
含
め
関
係
者

人
が
出
席
し
て
神
事
を

　
人
が
出
席
し
て
神
事
を
行

7070い
、
工
事
期
間
中
の
無
事
故

い
、
工
事
期
間
中
の
無
事
故
・

安
芸
消
防
署
建
替
え
へ
基
本
設

安
芸
消
防
署
建
替
え
へ
基
本
設
計計

広 島 市

約約
㮇
釈釈釈釈釈釈釈釈釈釈 

年
度
工
事
着

㮇
年
度
工
事
着
手手

333330000000000000003000

2626

広
島
市
は
、
老
朽
化
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
安
芸
消
防
署
（
広
島
県
海
田
町
堀
川
町
）
の
移
転
建
替
え

　
広
島
市
は
、
老
朽
化
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
安
芸
消
防
署
（
広
島
県
海
田
町
堀
川
町
）
の
移
転
建
替
え
に

向
け
た
基
本
設
計
に
着
手
す
る
。
こ
の
ほ
ど
、「
安
芸
消
防
署
新
庁
舎
新
築
工
事
基
本
設
計
業
務
」
を
Ｋ
構
造
研

向
け
た
基
本
設
計
に
着
手
す
る
。
こ
の
ほ
ど
、「
安
芸
消
防
署
新
庁
舎
新
築
工
事
基
本
設
計
業
務
」
を
Ｋ
構
造
研
究

所
に
所
に
３
９
３
０

３
９
３
０
万
円
（
税
別
）
で
落
札
決
定
。

万
円
（
税
別
）
で
落
札
決
定
。
２
０
２
４

２
０
２
４
年
５
月

日
ま
で
に
ま
と
め
る
予
定
で
、
実
施
設
計

月
　
日
ま
で
に
ま
と
め
る
予
定
で
、
実
施
設
計
を

3131

経
て

年
度
か
ら
着
工
し
、

年
度
の
早
い
時
期
の
完
成
を
見
込
ん
で
い
る

経
て
　
年
度
か
ら
着
工
し
、　

年
度
の
早
い
時
期
の
完
成
を
見
込
ん
で
い
る
。

2626

2828

安
芸
消
防
署
は
、
広
島

　
安
芸
消
防
署
は
、
広
島
市

安
芸
区
の
ほ
か
消
防
業
務

安
芸
区
の
ほ
か
消
防
業
務
委

託
を
受
け
て
い
る
安
芸
郡

託
を
受
け
て
い
る
安
芸
郡
３

町
（
海
田
町
、
熊
野
町
、
坂
町

町
（
海
田
町
、
熊
野
町
、
坂
町
）

を
管
轄
と
し
て
い
る
が
、

を
管
轄
と
し
て
い
る
が
、
築

年
以
上
が
経
過
し
、
建
物

　
年
以
上
が
経
過
し
、
建
物
・

5050設
備
が
老
朽
化
。
敷
地
が

設
備
が
老
朽
化
。
敷
地
が
狭

い
こ
と
で
消
防
車
両
の
配

い
こ
と
で
消
防
車
両
の
配
置

な
ど
に
も
支
障
が
生
じ
て

な
ど
に
も
支
障
が
生
じ
て
い

る
。
　
移
転
先
と
な
る
旧
海
田

移
転
先
と
な
る
旧
海
田
町

営
プ
ー
ル
跡
地
（
海
田
町

営
プ
ー
ル
跡
地
（
海
田
町
幸

町
、
敷
地
面
積
約

町
、
敷
地
面
積
約
６
０
０

６
０
０
０

釈
）
は
、
か
つ
て
同
町
の
新

）
は
、
か
つ
て
同
町
の
新
庁

舎
建
設
候
補
地
に
も
な
っ

舎
建
設
候
補
地
に
も
な
っ
て

い
た
場
所
で
、
現
在
は
隣

い
た
場
所
で
、
現
在
は
隣
接

す
る
海
田
中
学
校
の
グ
ラ

す
る
海
田
中
学
校
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
一
部
と
し
て
暫
定

ン
ド
の
一
部
と
し
て
暫
定
的

に
活
用
。
今
春
完
成
し
た

に
活
用
。
今
春
完
成
し
た
東

広
島
・
安
芸
バ
イ
パ
ス
沿

広
島
・
安
芸
バ
イ
パ
ス
沿
い

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
消
防

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
消
防
車

両
の
現
場
到
着
時
間
の
短

両
の
現
場
到
着
時
間
の
短
縮

な
ど
の
効
果
も
期
待
す
る

な
ど
の
効
果
も
期
待
す
る
。

新
た
な
庁
舎
で
は
、
災

　
新
た
な
庁
舎
で
は
、
災
害

出
動
や
訓
練
機
能
、
防
災

出
動
や
訓
練
機
能
、
防
災
拠

点
施
設
機
能
と
い
っ
た
消

点
施
設
機
能
と
い
っ
た
消
防

庁
舎
の
基
本
的
な
機
能
に

庁
舎
の
基
本
的
な
機
能
に
加

え
、
環
境
へ
の
配
慮
、
ユ

え
、
環
境
へ
の
配
慮
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
、
ラ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
、
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
低

フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
低
減

な
ど
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
掲

な
ど
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
掲
げ

て
お
り
、
建
物
の
規
模
は

て
お
り
、
建
物
の
規
模
は
Ｒ

Ｃ
造
・
Ｓ
造
ま
た
は
Ｓ
Ｒ

Ｃ
造
・
Ｓ
造
ま
た
は
Ｓ
Ｒ
Ｃ

造
３
～
４
階
建
延
べ
約

階
建
延
べ
約
３
０

０
０
０
０
釈
を
想
定

を
想
定
。

多
様
な
災
害
に
対
応
す

　
多
様
な
災
害
に
対
応
す
る

た
め
の
訓
練
塔
（
約

た
め
の
訓
練
塔
（
約
１
８
１
８
０

釈
）
や
車
両
転
回
ス
ペ
ー
ス

）
や
車
両
転
回
ス
ペ
ー
ス
、

来
庁
者
用
駐
車
場
、
職
員

来
庁
者
用
駐
車
場
、
職
員
用

駐
車
場
、
案
内
看
板
、
国

駐
車
場
、
案
内
看
板
、
国
旗

等
掲
揚
台
、
ホ
ー
ス
洗
浄

等
掲
揚
台
、
ホ
ー
ス
洗
浄
・

乾
燥
場
、
訓
練
ス
ペ
ー
ス

乾
燥
場
、
訓
練
ス
ペ
ー
ス
、

ゴ
ミ
置
き
場
な
ど
も
設

ゴ
ミ
置
き
場
な
ど
も
設
置

し
、
免
震
・
制
震
・
耐
震

し
、
免
震
・
制
震
・
耐
震
等

の
機
能
に
つ
い
て
は
、
今

の
機
能
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
実
施
す
る
地
質
調
査
の

度
実
施
す
る
地
質
調
査
の
結

果
な
ど
も
踏
ま
え
な
が
ら

果
な
ど
も
踏
ま
え
な
が
ら
、

費
用
対
効
果
を
比
較
検
討

費
用
対
効
果
を
比
較
検
討
す

る
と
し
て
い
る

る
と
し
て
い
る
。

今
月

　
今
月
３
日
に
開
札
さ
れ

日
に
開
札
さ
れ
た

入
札
に
は
、
同
者
の
ほ
か

入
札
に
は
、
同
者
の
ほ
か
近

代
設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

代
設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

さ
く
ら
建
築
設
計
、
ア
ー

さ
く
ら
建
築
設
計
、
ア
ー
ル

ア
イ
エ
ー
、
村
田
相
互
設
計

ア
イ
エ
ー
、
村
田
相
互
設
計
、

日
総
建
、
中
国
セ
ン
ト
ラ

日
総
建
、
中
国
セ
ン
ト
ラ
ル

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
車
田

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
車
田
建

築
設
計
、
大
建
設
計
、
あ

築
設
計
、
大
建
設
計
、
あ
い

設
計
、
綜
企
画
設
計
、
感

設
計
、
綜
企
画
設
計
、
感
性

舎
、
阿
波
設
計
、
沖
本
初

舎
、
阿
波
設
計
、
沖
本
初
建

築
設
計
、
笹
戸
建
築
事
務

築
設
計
、
笹
戸
建
築
事
務
所

が
参
加
。
予
定
価
格
は

が
参
加
。
予
定
価
格
は
４
８

８
７
８
７
万
円
。
最
低
制
限
価

万
円
。
最
低
制
限
価
格

は
３
９
２
１

３
９
２
１
万
２
８
１
８

２
８
１
８
円

だ
っ
た

だ
っ
た
。

現在の安芸消防署

旧町営プール跡地（奥が東広島・安芸ＢＰ）

岩
国
地
区
防
災
外
（
Ⅱ
）

岩
国
地
区
防
災
外
（
Ⅱ
）
＝

井
森
工
業

井
森
工
業
、　

点
、
点
、
２
０
２
０
２

8484

２
年
３
月
　
日
～
日
～
　
年
３
月

3030

2323

　
日
31

▽
令
和

　
▽
令
和
４
年
度
国
道

年
度
国
道
２
号

高
山
ト
ン
ネ
ル
照
明
設
備

高
山
ト
ン
ネ
ル
照
明
設
備
外

（
Ⅱ
）
＝
カ
ワ
サ
キ
コ
ー

（
Ⅱ
）
＝
カ
ワ
サ
キ
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン

レ
ー
シ
ョ
ン
、　

点
、
点
、　

年

8080

2222

７
月
１
日
～
　
年
５
月
　
日

2323

3131

▽
令
和

　
▽
令
和
４
年
度
国
道

年
度
国
道
１
９

１
号
三
隅
ト
ン
ネ
ル
照
明

号
三
隅
ト
ン
ネ
ル
照
明
設

備
外
（
Ⅱ
）
＝
石
山
電
気

備
外
（
Ⅱ
）
＝
石
山
電
気
、

点
を
獲
得
し
た

点
を
獲
得
し
た
。

評
定
結
果
は
次
の
通
り

　
評
定
結
果
は
次
の
通
り
。

▽
工
事
名
（
工
事
技
術

　
▽
工
事
名
（
工
事
技
術
的

難
易
度
評
価
）
・
業
務
名

難
易
度
評
価
）
・
業
務
名
＝

請
負
業
者
、
評
定
点
、

請
負
業
者
、
評
定
点
、
工

期
・
履
行
期
間
の

期
・
履
行
期
間
の
順

▽
令
和

　
▽
令
和
３
年
度
国
道

年
度
国
道
２
号

中
国
地
方
整
備
局
山
口

　
中
国
地
方
整
備
局
山
口
河

川
国
道
事
務
所
は
、

川
国
道
事
務
所
は
、
６
月
に

工
事
と
業
務
の
成
績
評
定

工
事
と
業
務
の
成
績
評
定
結

果
５
件
を
公
表
し
た

件
を
公
表
し
た
。

　
５
件
と
件
と
も
　
点
以
上
で

点
以
上
で
、

8080

国
道
国
道
２
号
岩
国
地
区
防
災

号
岩
国
地
区
防
災
外

を
施
工
し
た
井
森
工
業

を
施
工
し
た
井
森
工
業
が
　8484

井
森
工
業
が
㮇
点
84

山 口 河 川
国道事務所

成
績
評
定
結
果
5
件
を
公
表

　
点
、　

年
７
月
１
日
～
　

8080

2222

2323

年
５
月
　
日
3131

▽
令
和

　
▽
令
和
４
年
度
国
道

年
度
国
道
１
９

０
号
日
の
出
電
線
共
同
溝

号
日
の
出
電
線
共
同
溝
歩

道
整
備
他
（
Ⅱ
）
＝
フ
ジ

道
整
備
他
（
Ⅱ
）
＝
フ
ジ
タ

道
路
道
路
、　

点
、
点
、　

年
８
月
　

8080

2222

1515

日
～
　
年
５
月
　
日

2323

3131

▽
令
和

　
▽
令
和
４
年
度
山
口
管

年
度
山
口
管
内

附
属
物
点
検
業
務
＝
宇
部

附
属
物
点
検
業
務
＝
宇
部
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、　
8080

点
、　

年
６
月
４
日
～
　
年

2222

2323

５
月
　
日
15

合
わ
せ
た

合
わ
せ
た
。

年
次
報
告
会
は
、
総
会

　
年
次
報
告
会
は
、
総
会
出

席
が
難
し
い
全
国
各
地
の

席
が
難
し
い
全
国
各
地
の
会

員
へ
の
配
慮
か
ら
日
本
コ

員
へ
の
配
慮
か
ら
日
本
コ
ン

ク
リ
ー
ト
工
学
会
（
Ｊ
Ｃ
Ｉ

ク
リ
ー
ト
工
学
会
（
Ｊ
Ｃ
Ｉ
）

の
年
次
大
会
等
に
合
わ
せ

の
年
次
大
会
等
に
合
わ
せ
て

毎
年
開
い
て
い
る
も
の
で

毎
年
開
い
て
い
る
も
の
で
、

こ
の
日
の
報
告
会
に
は
約

こ
の
日
の
報
告
会
に
は
約
　8080

人
の
会
員
が
参
加
し
た

人
の
会
員
が
参
加
し
た
。

冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
徳

　
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
徳
納

会
長
（
福
徳
技
研
）
は
、

会
長
（
福
徳
技
研
）
は
、
４

年
ぶ
り
に
制
限
な
し
の
通

年
ぶ
り
に
制
限
な
し
の
通
常

開
催
で
展
開
中
の
全
国
フ

開
催
で
展
開
中
の
全
国
フ
ォ

ー
ラ
ム
に
触
れ
、「
今
年
は

ー
ラ
ム
に
触
れ
、「
今
年
は
整

備
局
が
あ
る

都
市
に
絞

備
局
が
あ
る
　
都
市
に
絞
っ

1010

た
結
果
、

た
結
果
、
７
０
０
０

７
０
０
０
人
超
人
超
の

申
込
み
を
い
た
だ
く
な
ど

申
込
み
を
い
た
だ
く
な
ど
好

調
だ
が
、
そ
れ
以
外
の
都

調
だ
が
、
そ
れ
以
外
の
都
市

で
も
会
員
の
皆
様
の
ご
要

で
も
会
員
の
皆
様
の
ご
要
望

と
ご
協
力
が
あ
れ
ば
ミ
ニ

と
ご
協
力
が
あ
れ
ば
ミ
ニ
フ

ォ
ー
ラ
ム
を
や
り
た
い
と

ォ
ー
ラ
ム
を
や
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。
当
協
会
は
口

え
て
い
る
。
当
協
会
は
口
を

開
け
て
待
っ
て
い
れ
ば
仕

開
け
て
待
っ
て
い
れ
ば
仕
事

が
来
る
訳
で
は
な
く
、
コ

が
来
る
訳
で
は
な
く
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
健
康
寿
命
を

ク
リ
ー
ト
の
健
康
寿
命
を
延

ば
す
と
の
使
命
感
の
も
と

ば
す
と
の
使
命
感
の
も
と
、

会
員
が
自
ら
仕
事
を
作
る

会
員
が
自
ら
仕
事
を
作
る
組

織
。
ぜ
ひ
一
緒
に
活
動
し

織
。
ぜ
ひ
一
緒
に
活
動
し
て

ほ
し
い
」
と
強
調
。
発
注
者

ほ
し
い
」
と
強
調
。
発
注
者
・

コ
ン
サ
ル
に
対
す
る
説
明

コ
ン
サ
ル
に
対
す
る
説
明
能

力
不
足
が
散
見
さ
れ
る
状

力
不
足
が
散
見
さ
れ
る
状
況

を
踏
ま
え
、
今
後
は
説
明

を
踏
ま
え
、
今
後
は
説
明
に

特
化
し
た
「
リ
ハ
ビ
リ
工

特
化
し
た
「
リ
ハ
ビ
リ
工
法

亜
硝
酸
リ
チ
ウ
ム
を
用

　
亜
硝
酸
リ
チ
ウ
ム
を
用
い

た
「
リ
ハ
ビ
リ
工
法
」
を

た
「
リ
ハ
ビ
リ
工
法
」
を
中

心
に
、
適
切
な
コ
ン
ク
リ

心
に
、
適
切
な
コ
ン
ク
リ
ー

ト
補
修
技
術
の
普
及
を
目

ト
補
修
技
術
の
普
及
を
目
指

す
コ
ン
ク
リ
ー
ト
メ
ン
テ

す
コ
ン
ク
リ
ー
ト
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
協
会
（
徳
納
剛
会
長

ン
ス
協
会
（
徳
納
剛
会
長
）

は
５
日
、
福
岡
市
内
の
ホ

日
、
福
岡
市
内
の
ホ
テ

ル
で
年
次
活
動
報
告
会
を

ル
で
年
次
活
動
報
告
会
を
開

催
。
現
在
、

都
市
で
開

催
。
現
在
、　

都
市
で
開
催

1010

中
の
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
な

中
の
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど

の
活
動
状
況
を
報
告
し
た

の
活
動
状
況
を
報
告
し
た
ほ

か
、
今
後
も
官
庁
・
コ
ン

か
、
今
後
も
官
庁
・
コ
ン
サ

ル
等
へ
の
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ

ル
等
へ
の
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
を

継
続
し
て
い
く
方
針
を
申

継
続
し
て
い
く
方
針
を
申
し

コ ン ク リ ート
メンテナンス協会

 

㮇
人
超
動
員
見
込
み

770000007000

全

国

フ
ォ
ー
ラ
ム

福
岡
市
で
年
次
報
告
会
開
く

徳
納
会
長

マ
イ
ス
タ
ー
」
の
育
成
に

マ
イ
ス
タ
ー
」
の
育
成
に
取

り
組
む
考
え
も
明
か
し
た

り
組
む
考
え
も
明
か
し
た
。

江
良
和
徳
技
術
委
員
長

　
江
良
和
徳
技
術
委
員
長
が

説
明
役
を
務
め
た
活
動
報

説
明
役
を
務
め
た
活
動
報
告

で
は
、
昨
年
度
全
国

都

で
は
、
昨
年
度
全
国
　
都
市

2020

で
開
催
し
、
人
数
制
限
を

で
開
催
し
、
人
数
制
限
を
行

い
な
が
ら
も

い
な
が
ら
も
３
３
０
０

３
３
０
０
人
超

を
動
員
し
た
全
国
フ
ォ
ー

を
動
員
し
た
全
国
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
結
果
を
振
り
返
っ
た

ム
の
結
果
を
振
り
返
っ
た
ほ

か
、
技
術
研
修
会
の
開
催

か
、
技
術
研
修
会
の
開
催
、

全
国
各
地
で
の
建
設
技
術

全
国
各
地
で
の
建
設
技
術
フ

ェ
ア
等
へ
の
出
展
な
ど
の

ェ
ア
等
へ
の
出
展
な
ど
の
活

動
内
容
を
説
明
し
、「
リ
ハ

動
内
容
を
説
明
し
、「
リ
ハ
ビ

リ
工
法
」
の
普
及
拡
大
に

リ
工
法
」
の
普
及
拡
大
に
伴

い
会
員
数
が
約

い
会
員
数
が
約
１
６
０

１
６
０
社
に

達
し
た
こ
と
も
報
告
。
先

達
し
た
こ
と
も
報
告
。
先
ご

ろ
開
催
さ
れ
た
総
会
で
の

ろ
開
催
さ
れ
た
総
会
で
の
決

議
内
容
な
ど
も
紹
介
さ

議
内
容
な
ど
も
紹
介
さ
れ

た
。こ

の
ほ
か
、
京
都
大
学

　
こ
の
ほ
か
、
京
都
大
学
の

宮
川
豊
章
名
誉
教
授
に
よ

宮
川
豊
章
名
誉
教
授
に
よ
る

特
別
講
演
「
コ
ン
ク
リ
ー

特
別
講
演
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト

構
造
物
の
健
康
寿
命
を
脱

構
造
物
の
健
康
寿
命
を
脱
炭

素
戦
略
の
中
で
確
保
す
る

素
戦
略
の
中
で
確
保
す
る
た

め
に
」
も
披
露
さ
れ
、
構

め
に
」
も
披
露
さ
れ
、
構
造

物
を
「
丈
夫
で
、
美
し
く

物
を
「
丈
夫
で
、
美
し
く
、

長
持
ち
」
さ
せ
る
た
め
に

長
持
ち
」
さ
せ
る
た
め
に
身

に
着
け
る
べ
き
基
礎
知
識

に
着
け
る
べ
き
基
礎
知
識
や

国
の
施
策
等
の
方
向
性
、

国
の
施
策
等
の
方
向
性
、
取

り
組
む
べ
き
課
題
な
ど
に

り
組
む
べ
き
課
題
な
ど
に
つ

い
て
解
説
。
終
了
後
に
は

い
て
解
説
。
終
了
後
に
は
懇

親
会
も
催
さ
れ
た

親
会
も
催
さ
れ
た
。

主
な
内
容
は
、
基
準
点

　
主
な
内
容
は
、
基
準
点
測

量
　
点
、
現
地
測
量

点
、
現
地
測
量
０
・
０

2424
６
１
錫
、
路
線
測
量

、
路
線
測
量
１
・
　5353

灼
、
護
岸
詳
細
設
計

、
護
岸
詳
細
設
計
４
６
４
６
０

ｍ
、
河
川
環
境
シ
ー
ト
作

ｍ
、
河
川
環
境
シ
ー
ト
作
成

一
式
、
利
活
用
・
維
持
管

一
式
、
利
活
用
・
維
持
管
理

の
推
進
に
向
け
た
協
議
会

の
推
進
に
向
け
た
協
議
会
資

料
作
成
及
び
運
営
補
助
一

料
作
成
及
び
運
営
補
助
一
式

な
ど
で
、
履
行
期
間
は

な
ど
で
、
履
行
期
間
は
２
０

２
４
２
４
年
２
月
　
日
ま
で
と

日
ま
で
と
し

2929

て
い
る

て
い
る
。

市
高
津
川
か
わ
ま
ち
づ
く

市
高
津
川
か
わ
ま
ち
づ
く
り

計
画
」
を
踏
ま
え
、
中
島

計
画
」
を
踏
ま
え
、
中
島
・

高
津
・
横
田
箇
所
を
対
象

高
津
・
横
田
箇
所
を
対
象
と

し
て
、
施
設
整
備
に
向
け

し
て
、
施
設
整
備
に
向
け
た

測
量
、
護
岸
設
計
、
坂
路

測
量
、
護
岸
設
計
、
坂
路
設

計
、
管
理
用
通
路
設
計
な

計
、
管
理
用
通
路
設
計
な
ど

を
行
う
も
の

を
行
う
も
の
。

中
国
地
方
整
備
局
浜
田

　
中
国
地
方
整
備
局
浜
田
河

川
国
道
事
務
所
は

川
国
道
事
務
所
は
７
日
、
日
、
簡

易
公
募
型
競
争
入
札
（
総

易
公
募
型
競
争
入
札
（
総
合

評
価
方
式
）
で
開
札
し

評
価
方
式
）
で
開
札
し
た

「
令
和

「
令
和
５
年
度
高
津
川
河

年
度
高
津
川
河
川

環
境
測
量
設
計
他
業
務
」

環
境
測
量
設
計
他
業
務
」
の

落
札
者
を
荒
谷
建
設
コ
ン

落
札
者
を
荒
谷
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
に
決
め
た
。
落

ル
タ
ン
ト
に
決
め
た
。
落
札

金
額
は

金
額
は
２
７
８
７

２
７
８
７
万
円
（

万
円
（
税

別
、
以
下
同
）
。
調
査
基

別
、
以
下
同
）
。
調
査
基
準

価
格
は
落
札
金
額
と
同
額

価
格
は
落
札
金
額
と
同
額
、

予
定
価
格
は

予
定
価
格
は
３
５
１
５

３
５
１
５
万
円

だ
っ
た

だ
っ
た
。

同
業
務
は
、

　
同
業
務
は
、
１
級
河
川

級
河
川
高

津
川
及
び
匹
見
川
の
「
益

津
川
及
び
匹
見
川
の
「
益
田

荒
谷
建
設
コ
ン
サ
ル
が
落
札

浜田河川国道

高
津
川
環
境
測
量
設
計

あ
い
さ
つ
す
る
檜
垣
支
店
長

坑口前（吉浦側）で記念撮影

第17040号 艶艶艶 日 刊（1）  昭和33年12月15日
第三種郵便物認可（ ） （土・日曜 祝日 休刊） 2023年（令和5年）7月10日（月曜日）

呉トンネルで安全祈願
クレアライン4車線化事業

フジタ

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　


